
児童会,生徒会活動の活性化に向けた研究会

児童会`生徒会活動の活性化に向けた研究会の活動

【活動目標】

ア、助け合い・ボランティア活動・環境問題・平和を守ることなどに対する活動

を活発にします。

・社会奉仕活動を推進します。

・身体の不自由な人への関lいを高め、積極的に協力します。

・平和と環境を守る活動に関llljlを高めていきます。

イ、教育祭「子ども・保護者・教職員の会」を成功させます。

ウ、私たちの声を、県や市町村に強く要望していきます。

以上の目標を立て本年度取り組んでいきたいと思います。そして、代表者会・子供・保護

者・教職員の会開催、古切手集めなどの県の児生連活動にも参加協力していきたいと思い

ます゜

【経過報告】

６月１２日（火） 東山梨地区児童会・生徒会活動の活性化に向けた研究会

（東山梨地区第１回顧問の会（笛川中学校)）

東山梨地区児童会・生徒会活動の活性化に向けた研究会

（東山梨地区代表者会（花かげホール)）

県児童会・生徒会活動の活性化に向けた研究会

（第１回県代表者委員（県教育会館）

県「子ども・保護者・教職員の会」（忍野中学校）

東山梨地区「子ども・保護者・教職員の会」（笛川中学校）

アフリカ救援米助け合い運動しめ切り

古切手・テレカ・ベルマーク等の１回目しめ切り

古切手・テレカ・ベルマーク等の最終しめ切り

知事（教育長・県議会議長）と語る会要望書提出（山梨県庁）

東山梨地区児童会・生徒会活動の活性化に向けた研究会

（東山梨地区第２回顧問の会（笹川中学校)）

7月３日（火）

７月１０日（火）
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＝。。Ｌ＝ごf二Ｆ,l至近石升夛宅･フノゴと貝三と二言果是

１．地区児童会・生徒会活動の活性化に向けた研究会[地区代表者会］（花かげホール）

２０１２年度東１１１梨児童生徒連絡協議会としての活動目標や活動計画について話し合

い，今年度も「助け合い・ボランティア活動・環境問題・平和を守ること」を中心に活動

を進めることと，教育祭「子ども・保護者・教職員の会」を成功させることと，私たちの

声を県や市に要望していくことを全体で確認した。学習会では，塩'11南小学校佐藤多恵

先生に東日本大震災の被災地で教育ボランティアをされた体験談を写真を交えながら、児

童生徒にわかりやすく話をしていただいた。被災地に生きる人たちのことを知り、自分た

ちにできることをすることの大切さを学ぶ良い機会になった。

２．東山梨「子ども・保識者・教職員の会」（笛川中学校）

分科会では児童会４分科会，生徒会２分科会の６分科会にわかれ，それぞれが係分担を

担当し，研究討議が行われた。それぞれの提案校からは，児童会・生徒会活動の実践報告

が文書資料やパワーポイントを利用してなされ，各校とも素購らしい実践発表であった。

全体会では，各分科会の報告と共に今後の後半の活動内奔である古切手回収などのボラン

ティア活動についても確認された。また、県の児生連から提案された「いじめ追放アピー

ル」を我が支部でも採択し、各小中学校の児童会総会や生徒総会で提案してほしいと呼び

かけた。

３．県「子ども・保識者・教職員の会」（忍野中学校）

新しい児生連活動を創り１１'すために「児生連の歴史」「児生連の意義」「子ども・保護者・教

職員の会を|Ⅱ|催する意義」「地球市民としての視点を」「具体的なとりくみ」の５つが県

児生連会長より提案され，質問や多くの意見が出され活発な話し合いとなった。本部提案

に対する意見や自分達の学校での取り組みなど，様々な学校の様子を知ることが出来る有

意義な会であった。今年は「いじめ追放アピール」が提案され、全会一致で採択された。

東山梨代表として大和中学校が「生徒会活動」の分科会において提案を，印||小学校が「児

童会活動」分科会において提案を行った。参加した役員校の学校も，それぞれ自校の児童

会や生徒会の様子を発表し，児童・生徒間の交流が深まる大変有意義な会となった。

４．第２回県代表者委員会（県教育会館）県「知事・教育長と語る会」（山梨県庁）

県教育会館において第２１回1県代表者会が２月６日（水）に開催。知事と語る会の内容検

討と児生連活動の反省が主な議題である。その後山梨県庁に移動し，知事・教育長および

議長と語る会が行われました。今年度は知事の都合が合わずに副知事と語る会であったが

東山梨児生辿として伽||｢|'、山梨小の会長が意見を述べてきました。完成したばかりの県

議会の議場も見学させていただき、貴重な体験ができた。

５．ボランティア活動について

・アフリカ救援米(３２校参加)約929.88kg，輸送費募金(２５校参力１１)316,257円

・古切手（３２校参"Ⅱ）54.917kg，

α使用済みカード類(２７校参力Ⅱ）7,804枚

・ベルマーク（24校参加）4.220ｋｇ

各校の取り組み及びご協力に感謝したい。
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